定例市政記者クラブ・市長懇談会（８月分）の結果について
日時：平成２２年８月３日（火）午前１１時～１１時３５分
場所：市役所２階第１委員会室
出席者：（１）市政記者クラブ８社
【北海道新聞、釧路新聞、毎日新聞、読売新聞、日本経済新聞、共同通信、時事通信、ＨＴＢ】
（２）市長ほか１２人
会 見 内 容

1． 話題提供（３項目）

１．事業仕分けの実施について
■　釧路市における事業仕分けについて、概要をご報告いたします。

８月２８日土曜日、午前１０時から午後５時までの予定で、釧路プリンスホテルにおいて、市民の皆さんに公開にて実施いたします。

■　今回の事業仕分けの目的は、市が行っている事業について、その必要性や、市が実施すべき事業かどうか、また、事業の実施手法も含め効果的・効率的に実施しているかを、市民の皆さんの視点から議論していただくものでございます。

また、私どもは、そうした観点とともに、市の事業について、内容を明らかにして、その課題について、仕分け人の皆さまと共に考えていき、しっかりと市の事業を市民に説明しながら行っていくことも考えております。

■　事業仕分けを行っていただく、仕分け人の方でございますが、公募４人を含む１０人で、実施日には各５人ずつの２班に分かれて担当していただきます。

昨日、この仕分け人の皆さんに、対象事業の選定を行っていただきまして、皆さんに本日、対象事業の一覧を配布させていただいているところでございます。
■　市の予算事業1,500事業から４５０事業に絞り込み、その中から４２事業を提示して、そこで１４事業を選んでいただきました。
■　仕分け当日でございますけれど、これらの事業について行政担当者から説明をして、仕分け人の皆様に、「現状どおり」「事業内容や手法の見直し」「廃止」のいずれかを判断していただくことになっております。

■　仕分けの結果につきましては、速やかに公表させていただきますが、結果につきまして議会の議論などを経て、行政としての判断を行い、できるものは来年度予算に反映させていきたいと考えているところでございます。


■　国際バルク戦略港湾の選定に向けた計画書（EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(もくろみ),目論見)）を、昨日８月２日に国土交通省に提出したところでございます。
■　目論見書の内容につきましては、現時点で調整可能なものを記載しておりまして、今後も様々な検討を要すること、また、国のプレゼンテーションが終了しておらず、他港との競争もありますことから、本日は概要のみ、お話しさせていただきます。
■　目論見書の概要でありますが、応募者は港湾管理者であります「釧路市」といたしまして、対象ユーザーとしては、釧路港に施設を有する飼料会社などであります。

■　釧路港は、北米と一番近いという地理的特性を活用し、他の港湾より効果的な物流コストの削減ができることを目的としております。
■　また、輸入の効率化のための企業連携の促進として、釧路港での共同配船の実施及び東日本の港湾における共同配船を目指すこととしております。
■　大型船舶に対応した港湾機能の拠点的な確保につきましては、２０１５年に、パナマックス船対応の岸壁や航路等の整備。

また、２０２０年には、ポストパナマックス船に対応するための岸壁や航路等を整備する２段構えの計画を考えております。
■　物流コストの削減効果の点では、

1 北米から一番近い地の利を活かした外航コストの削減
2 大型船の受入を可能とする施設整備による海上輸送コストの削減
　などを考えております。
以上が、提出いたしました目論見書の概要でございます。
■　今後の予定でありますが、８月２０日以降に応募港湾によるプレゼンテーションが行われ、その後、各港の目論見書の概要版が国土交通省のホームページ上に公表される予定となっております。

■　本年４月１６日に着工しまして、７月３０日に完成した釧路市民球場「屋内練習場」の、竣工式を８月６日（金）午後３時から、同屋内練習場で開催いたします。

■　当日は、ご招待をさせていただいた約７０名の関係者の皆様が列席される予定で、屋内練習場施工に尽力いただいた施工業者への感謝状贈呈やテープカット、竣工記念始球式などのセレモニーが実施される予定であります。

■　屋内練習場の施設概要でございますけど、市民球場と附属球場の隣接地に、地元木材を活用された木造平屋建てで、延床面積３６４㎡の広さに、５人が同時に投球練習のできる本格的なマウンドやトスバッティング練習にも対応できるように防球ネットの設置も行われております。

■　供用開始は９月１日（水）からとなっておりますが、８月６日（金）から

８月３１日（火）までの２６日間は、施設の試運転を兼ね、より多くの市民の皆様などに慣れ親しんでご利用いただけるようこの期間を、プレオープン期間として、無料開放いたします。
■　なお、このプレオープン期間に、亜細亜大学硬式野球部の皆さんが、８月６日から１８日までの約２週間、市民球場、附属球場、屋内練習場などを利用していただくこととなっております。
■　今回の屋内練習場の整備によりまして、雨天時や冬期間の投球練習のほか、市民の方々や審判員等を対象とした野球教室の開催などの活用も可能となることから、地元の中・高生などの野球チームの技術向上にも繋がり、合宿誘致にも繋がっていくことを期待しているところでございます。

【質　疑　要　旨】
（質問）

・　国際バルク港湾戦略に関連して、本日、国土交通省から重点港湾４３港に絞り込んだ中に釧路港が入ったと発表されましたが、これからの釧路港の港整備の意気込みについて、市長のお考えをお伺いしたいと思います。

（市長）

・　国際バルク戦略港湾に指定されるためには、まず、重点港湾に加えていただかなくてはいけないと思っておりましたが、北海道において重点港湾３つという大きな枠組みになるという報道がされておりますので、一安心しております。
その上で、近年、取扱貨物量が減少している中で、どのような形でこれからの港湾を考えていくかというときに、国際バルク戦略港湾としてトウモロコシの拠点港として位置付けていくことは必要不可欠なことだと思っております。
このことは、単に港湾のみならず東北海道の食料自給率を高めていくことに寄与できることなど大きな産業の振興に繋がっていくものと考えておりますので、しっかりと１２月の選定に向けて進めていきたいと思います。
このことが、今後の港湾の整備の大きな課題になっていくものと考えております。

（質問）

・　港湾整備における「選択と集中」の考え方について、市長のお考えをお伺いしたいと思います。

（市長）

・　国の厳しい財政状況等を踏まえた中で、やむなしという形の中で出てきたものと考えております。この流れは「国土の均衡ある発展」と言う言葉を止めて、「特色ある地域の発展」がスタートになってくると思います。
進め方としては、単に国内だけではなく外国等を見ながら経済は成り立っていると昨年のリーマンショック等を含めて誰もが認知しておりますので、世界の中での日本の経済のあり方となったときに、国内だけの均衡ある発展から、「選択と集中」をしながら対策をとっていくことが、必要な施策になると考えております。
　　
（質問）

・　「選択と集中」の流れは、釧路港の整備や活用にとって追い風になると、市長はお考えなのかをお伺いしたいと思います。
（市長）

・　短期的に効果を求めていくことは、釧路にとってプラスになると考えております。

（質問）

・　国際バルク戦略港湾の選定に向け提出した計画書で、現行の制度にプラスして国に提案を入れているだとか、教えていただける範囲で内容をお伺いしたいと思います。

（市長）

・　市としては、多大な地元負担をしながらも選定して欲しいということは、厳しい財政状況の中で市民の皆様からご理解を得られないことであります。

負担割合につきましては、既存の今までの計画をベースにした中での負担割合を算出しております。
その負担の中で、国として軽減できることを提案書の中に盛り込んでおります。

２０１５年までと２０２０年までの２段階で計画している中で、地元の負担軽減も考慮した提案書を提出しております。
地元にとってもプラスでありますが、北海道や国内にも寄与できる観点で計画書を作成しております。
（質問）

・　水道水のボトルウォーターをどうしてつくることにしたのか。
また、意気込み等を含めて、市長のお考えをお伺いしたいと思います。

（市長）

・　昨年４月に中小企業基本条例を策定させていただきまして、条例のベースになるのが「産消協働」という言葉をベースにしております。
これは、地産地消を更にバージョンアップさせて、ありとあらゆるもので地元のものを回転させることで「域内循環」となり、そして域外からの財の獲得を構図にしております。
　　釧路の経済状況の中では、域内循環が少ないことが課題としてありました。私が各種会議などに出席した時に水などの飲物がある中で、そのようなところから地元のものを使うような運動を少しずつ増やしていきたいということで、水の場合は地元の阿寒の伏流水が下に置いて１００年かかるものが、ノーマルに使われていくような形が産消協働に関わってくるでしょう。
　　地元木材の活用という意味での屋内練習場もその１つです。
阿寒・音別と合併して市の面積の約７割が森林になった釧路市でございまして、市有林も大幅に増えてきたわけであります。そこの木材（間伐材）を活用しながら地元で集成材を作って建物を造る。これも域内循環になってくるわけでございます。
ありとあらゆるものを域内循環という言葉に視点を置いて進めていけないか。その中の１つが水であるという位置付けであります。

（質問）

・　事業仕分けについて、１４事業が決まりましたが、感想と事業仕分けを行い目指したいものは何なのか、市長のお考えをお伺いしたいと思います。

（市長）

・　事業仕分けは、国が行って釧路市議会でも議論を行ってまいりました。

市議会の中では、事業仕分けは１つのいい手法だと思いますが、目的としては事業の内容を市民の皆さんにしっかりと説明することにウエイトを置くことが必要であると答弁させていただきました。
昨年、私が1,500あまりの事業をチェックして、市民の皆さんにしっかりと説明するという意味での事業仕分けの役割は、大きなものがあるという位置付けからスタートさせていただきました。

ただ、仕分けを現実的に行っていくには1,500あまりの事業から、義務的なもの、内部的な事務、１００万円以下の事業を除いて約４５０事業に絞込み、そこから市民の皆さんが分かりやすい事業である４２事業に絞り、最終的に仕分け人の方々に１４事業を選んでいただきました。
　　この１４事業は、なじみのある事業や政策的に取り組んでいる事業が含まれております。どのような視点で、どのような判断が出てくるかは、極めて重たいものであると思っております。
スタートは、しっかりと市民の皆さんに事業内容を説明して、理解を得ることが大切であると考えております。

　　都市経営戦略会議からは、この事業仕分けを実施するにあたり、しっかりと中身を尊重するように提言を頂いております。

ですから、大変重たい結果になると考えておりますことから、しっかりと説明を行っていきたいと考えております。














































３．釧路市民球場「屋内練習場」のプレオープンについて





２．「国際バルク戦略港湾」の選定に向けた計画書の提出について
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